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し
た
。
お
陰
様
で
生
育
は
順
調
、
約

4・5
ト
ン
の
収
量
が
あ
り
ま
し
た
。

　
80
回
目
の
終
戦
記
念
日
を
迎
え
た

8
月
15
日
、「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

が
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

役
場
で
も
職
員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。

　
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化

を
図
り
青
木
村
独
自
の
情
報
通
信
イ

ン
フ
ラ
で
あ
り
村
内
全
域
を
カ
バ
ー

す
る
仕
組
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
10

月
に
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

「
あ
お
ナ
ビ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

2令和 7年 11.1 ／第 99号

第
3
回
定
例
会

事
業
費
11
億
円
を
超
え
る
村
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
す
の
で
確

実
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
資
源
循
環
型
施
設
の
建
設
に
つ
い

て
、
上
田
地
域
広
域
連
合
及
び
上
田

市
は
こ
れ
ま
で
の
資
源
循
環
型
施
設

建
設
対
策
連
絡
会
と
の
対
話
で
建
設

地
決
定
の
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
建
設
費
は
現
時
点
で
2
2
9
億

円
で
す
が
、
各
市
町
村
の
建
設
費
負

担
割
合
は
ゴ
ミ
の
焼
却
量
に
よ
る
の

で
、
さ
ら
な
る
ゴ
ミ
の
減
量
に
努
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　

　
7
月
12
日
青
木
小
学
校
自
転
車
ク

ラ
ブ
が
「
第
58
回
交
通
安
全
子
供
自

転
車
長
野
県
大
会
」
で
見
事
初
優
勝

を
遂
げ
ま
し
た
。
青
木
小
学
校
開
校

1
5
2
年
目
の
大
快
挙
と
な
り
ま

す
。

　
8
月
6
日
に
は
東
京
で
開
催
さ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
各

都
道
府
県
代
表
の
42
チ
ー
ム
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
あ
お
き
は
お
盆
期
間
中

8
0
4
1
人
の
お
客
さ
ん
を
迎
え
約

1
0
0
0
万
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り

ま
し
た
。

　
8
月
31
日
青
木
村
総
合
防
災
訓
練

が
行
わ
れ
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
複
数
の
連
絡
手
段
で
伝

達
す
る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
9
月
15
日
は
高
齢
者
を
敬
愛
し
長

の
空
調
設
備
設
置
、
武
道
館
へ
の
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
行
い
ま
し

た
。
道
の
駅
あ
お
き
で
も
ぷ
ら
っ
と

ホ
ー
ム
あ
お
き
で
暑
さ
対
策
を
講
じ

ま
し
た
。

　
「
令
和
の
米
騒
動
」
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
米
の
問
題
に
つ
き
ま
し

て
は
村
の
農
業
の
中
核
の
稲
作
は
最

重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
青
木
村
の

今
後
の
水
田
農
業
に
つ
い
て
は
国
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
検
討
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。
村
特
産
タ
チ
ア
カ
ネ

は
昨
年
不
作
と
な
り
収
量
が
少
な

か
っ
た
た
め
本
年
は
初
め
て
タ
チ
ア

カ
ネ
の
春
播
き
夏
収
穫
に
挑
戦
し
ま

　
今
年
の
夏
も
各
地
で
3
年
連
続
記

録
更
新
の
猛
暑
で
し
た
。

　

青
木
村
で
も
異
常
な
暑
さ
と
な

り
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防
の
た
め
民

生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
「
お
元
気

訪
問
」
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
全
部
で
2
8
5
名
の
方
を
訪
問

し
、
多
い
委
員
さ
ん
は
1
人
で
24
人

も
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農

業
関
係
者
に
は
熱
中
症
の
予
防
や
対

応
に
関
す
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
注
意

喚
起
に
努
め
ま
し
た
。
教
育
関
係
で

は
、
村
営
プ
ー
ル
の
営
業
を
1
週
間

延
長
、
児
童
セ
ン
タ
ー
の
遊
戯
室
へ

寿
を
祝
う
敬
老
の
日
で
す
。
対
象
は

88
歳
か
ら
1
1
2
歳
。
1
1
2
歳
の

青
木
区
宮
沢
た
け
子
さ
ん
は
長
野
県

で
一
番
の
高
齢
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
千
曲
バ
ス
青
木
線
は
10
月
1
日
か

ら
上
田
市
と
共
同
で
行
う
利
便
増
進

事
業
へ
と
移
行
い
た
し
ま
す
。
維
持

の
た
め
こ
れ
か
ら
は
皆
さ
ん
に
は
1

人
1
年
に
5
回
青
木
線
に
乗
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
村
民
運
動
を
始
め

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
6
年
度
の
青
木
村
決
算
状
況

に
つ
い
て
、
一
般
会
計
2
億
1
6
2

万
の
黒
字
。
特
別
会
計
も
黒
字
決
算

と
な
り
健
全
な
財
政
運
営
が
行
え
ま

し
た
。
今
後
は
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
職
員
共
々
真
摯
に
受
け
止
め
、
村

民
サ
ー
ビ
ス
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

つ
な
が
る
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

報
告
第
1
号

健
全
化
判
断
比
率

　

す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
は

「
地
方
公
共
団
体
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
毎
年
度

の
決
算
に
よ
り
健
全
化
判
断
比

率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

村
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　

令
和
7
年
第
3
回
定
例
会
は
、
去
る
9
月
3
日
に
招
集
さ
れ
、
19
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
慎
重
審
議
の
結
果
、
報
告
2
件
、
令
和
6
年
度
の
決
算
の
認
定
6
件
、
条
例
制
定
1
件
、

条
例
改
正
6
件
、
長
期
振
興
計
画
期
間
変
更
1
件
、
人
事
案
件
2
件
、
令
和
7
年
度
補
正
予
算

1
件
、
請
願
2
件
は
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
6
人
の
議
員
か
ら
村
政
に
対
す
る
意
見
や
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

令
和
７
年



画
期
間
の
変
更
に
つ
い
て

　

現
在
、
策
定
済
の
長
期
振
興

計
画
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
終
息
や
今
後

の
国
道
1
4
3
号
青
木
峠
バ
イ

パ
ス
完
成
な
ど
に
よ
り
、
村
づ

く
り
に
大
き
な
変
化
や
影
響
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
計
画
の
期

間
を
見
直
し
（
第
7
次
を
令
和

9
年
度
よ
り
）
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
、
次
の
方

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
沓
掛　
計
三
氏
（
村
松
区
）

議
案
第
16
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
、
次

の
方
が
再
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
片
田　
章
偉
氏
（
村
松
区
）

議
案
第
17
号

令
和
7
年
度
青
木
村
一
般
会
計
補
正

予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
2
6

8
万
2
千
円
を
追
加
し
、
33
億

7
5
6
0
万
5
千
円
と
す
る
も

の
で
、
歳
入
で
は
（
繰
越
）
重

3 令和 7 年 11.1 ／第 99 号

　
青
木
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標

で
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、
村
の
健
全
化
は
保
た

れ
て
い
る
と
判
断
し
ま
す
。

報
告
第
2
号

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
を
経
営
す
る
地
方

公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
公
営

企
業
会
計
ご
と
に
資
金
不
足
比

率
を
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付

し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

青
木
村
に
お
け
る
公
営
企
業

会
計
は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
を

生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

議
案
第
8
号

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

職
員
の
部
分
休
業
制
度
の
見

直
す
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
９
号

青
木
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
閣
府
令
の
施
行
に
伴
う
も

の
で
、
代
替
保
育
の
ほ
か
に
、
保

育
内
容
支
援
、
保
育
の
内
容
に
つ

い
て
の
指
導
助
言
等
の
規
定
や
、

こ
れ
に
係
る
連
携
協
力
の
追
加

な
ど
、
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

に
お
い
て
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号

青
木
村
特
定
教
育・保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

内
閣
府
令
の
施
行
に
伴
う
も

の
で
、
代
替
保
育
の
ほ
か
に
、
保

育
内
容
支
援
、
保
育
の
内
容
に
つ

い
て
の
指
導
助
言
等
の
規
定
や
、

こ
れ
に
係
る
連
携
協
力
を
追
加

な
ど
、
特
定
地
域
型
保
育
事
業
者

は
、認
定
こ
ど
も
園
、幼
稚
園
を
、

連
携
協
力
を
行
う
た
め
の
基
準

に
お
い
て
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号

青
木
村
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
、

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号

青
木
村
営
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

給
水
装
置
工
事
を
災
害
な
ど

非
常
時
の
場
合
に
お
い
て
、
他

市
町
村
の
指
定
業
者
で
あ
っ
て

も
工
事
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

議
案
第
13
号

青
木
村
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

排
水
設
備
工
事
を
災
害
な
ど

非
常
時
の
場
合
に
お
い
て
、
他

市
町
村
の
指
定
工
事
店
で
あ
っ

て
も
工
事
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号

第
6
次
青
木
村
長
期
振
興
計
画
の
計

議
案
第
1
号
～
議
案
第
6
号

令
和
6
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
～
青
木
村
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

　

内
藤
代
表
監
査
委
員
よ
り
決

算
審
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
7
号

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
上
乗
せ
分

を
支
給
す
る
た
め
、
報
酬
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
　
案

青木村の数値は資金不足額がないため、「－」で表示しています。

＜公営企業特別会計＞ 青木村の比率 国が定める
経営健全化基準

簡易水道事業会計 ― 20.0
特定環境保全公共
下 水 道 事 業 会 計 ― 20.0

（単位：％）

実質赤字額、連結実質赤字額、将来負担額がないため、
「－」で表示しています。

（単位：％）

＜指標の名称＞ 青木村の比率 国が定める
早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0

連結実質赤字比率 － 20.0

実 質 公 債 費 比 率 7.9 25.0

将 来 負 担 比 率 － 350.0



点
支
援
地
方
交
付
金
（
低
所
得

世
帯
支
援
分
）2
0
0
0
万
円
、

松
林
健
全
化
推
進
事
業（
伐
倒
駆

除
）保
全
松
林
健
全
化
整
備
事
業

補
助
金
1
4
0
2
万
6
千
円
、
前

年
度
繰
越
金
2
7
3
2
万
8
千
円

の
増
が
主
な
も
の
で
、
歳
出
で

は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業

5
0
0
万
円
、
千
曲
バ
ス
青
木

線
の
営
業
赤
字
分
補
助
3
2
0

万
円
、
定
額
減
税
支
援
金
１
８
７

4
万
円
、
保
全
松
林
健
全
化
整

備
事
業
委
託
料
及
び
松
林
健

全
化
推
進
事
業（
伐
倒
駆
除
）

3
0
4
4
万
5
千
円
、
中
学
校

給
食
室
空
調
設
備
修
繕
工
事

3
2
8
万
9
千
円
の
増
な
ど
が

主
な
も
の
で
す
。

請
願
第
1
号

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー

ド
」
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
採
択

の
請
願
に
つ
い
て

　

国
の
教
育
課
程
基
準
に
基
づ

き
、
学
校
が
定
め
た
教
育
課
程

の
時
数
と
内
容
が
過
多
に
な
り
、

子
ど
も
や
教
職
員
に
負
担
が
か

か
っ
て
い
る
状
態
の
改
善
を
求

め
る
請
願
で
す
。

　
　
　
賛
成
討
論　

　
　
　
　
　
北
澤　
久
美
子 

議
員

請
願
第
2
号

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教

員
増
の
た
め
の
教
育
予
算
確
保
」・

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
・
拡
充
」
を
求
め
る
請
願
書
に
つ

い
て

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
さ

ら
な
る
少
人
数
学
級
の
推
進
と

教
員
の
持
ち
授
業
時
数
軽
減
の

た
め
、
抜
本
的
な
教
員
定
数
の

改
善
を
求
め
る
請
願
で
す
。

　
　
　
賛
成
討
論
　

　
　
　
　
　
金
井
　
と
も
子 

議
員

4令和 7年 11.1 ／第 99号

歳入 歳出 翌年度繰越※ 収支

一 般 会 計 4,091,075,306 3,864,547,468 938,060,000 226,527,838
（特別会計）
国 民 健 康 保 険 464,644,765 458,796,883 5,847,882
介 護 保 険 584,124,737 577,542,180 6,582,557
後 期 高 齢 者 医 療 81,263,428 80,635,028 628,400

（公営企業会計）

簡易水道事業
収益的支出 185,615,530 175,615,206 10,000,324
資本的支出 118,957,400 166,308,365 △ 47,350,965

特定環境保全
公共下水道
事業

収益的支出 220,616,220 209,074,957 11,541,263
資本的支出 159,394,000 167,531,642 △ 8,137,642

令和6 年度  青木村　決算の状況 （単位：円）

※翌年度繰越：事情により翌年度に繰り越した予算。

議　案 小林 松澤 北澤 宮澤 宮入 松本 塩澤 平林 坂井 金井 結果
議 案 第 １ 号 令和６年度　青木村一般会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 認定
議 案 第 ２ 号 令和６年度　青木村国民健康保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 認定
議 案 第 ３ 号 令和６年度　青木村介護保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 認定
議 案 第 ４ 号 令和６年度　青木村後期高齢者医療特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 認定
議 案 第 5 号 令和６年度　青木村簡易水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 認定
議 案 第 6 号 令和６年度　青木村特定環境保全公共下水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 認定
議 案 第 7 号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決
議 案 第 8 号 職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決
議 案 第 9 号 青木村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決

議案第 10 号 青木村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決

議案第 11 号 青木村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決
議案第 12 号 青木村簡易水道条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決
議案第 13 号 青木村公共下水道条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決
議案第 14 号 第６次青木村長期振興計画の計画期間の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決
議案第 15 号 監査委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決
議案第 16 号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決
議案第 17 号 令和７年度　青木村一般会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 欠 ○ 可決
請 願 第 １ 号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書採択の請願について ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ― 欠 ○ 採択

請 願 第 ２ 号 「さらなる少人数学級推進と教員増のための教育予算確保」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡
充」を求める請願書について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ― 欠 ○ 採択

議案の議決結果 〇：賛成   ●：反対　欠：欠席

※議長は採決に加わりません。

請
　
願



議
案
第
1
号

令
和
6
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
に
関
し
て
、
固
定
資
産

税
、
法
人
住
民
税
増
加
の
要
因

や
定
額
減
税
の
影
響
、
特
別
交

付
税
の
算
定
方
法
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
の
状
況
、
キ
ャ
ン

プ
場
使
用
料
減
額
の
要
因
、
村

営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
状
況
な

委
員
長
　
松
本
　
淳
英

5 令和 7 年 11.1 ／第 99 号

総
務
建
設
産
業
委
員
会ど

に
つ
い
て
質
疑
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
総
務
企

画
課
・
税
務
会
計
課
関
係
で
は
、

業
務
委
託
の
状
況
、
村
有
施
設
の

土
地
の
借
上
げ
状
況
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
地
域
活
性
化
起
業
、

人
の
活
動
状
況
、
防
災
備
蓄
品

の
今
後
の
見
通
し
や
災
害
応
援

協
定
の
締
結
先
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
農
林
課
・
商
工

観
光
移
住
課
関
係
で
は
、
上
下

水
道
繰
出
金
、
農
業
関
連
補
助

金
・
交
付
金
に
つ
い
て
、
国
道

1
4
3
号
バ
イ
パ
ス
事
業
、
村

単
道
路
工
事
、
移
住
定
住
の
状

況
、
村
営
住
宅
の
老
朽
化
へ
の
対

応
、
空
き
家
の
現
状
に
つ
い
て
、

多
岐
に
わ
た
り
質
疑
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　
反
対
議
論
は
な
く
、
賛
成
討
論

で
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
し

て
い
る
経
済
状
況
の
中
で
、
企
業

誘
致
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保

と
有
利
な
財
源
の
活
用
に
よ
り
、

規
律
あ
る
財
政
運
営
が
計
画
的

に
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
今
後
も
村
が
抱
え
る

課
題
に
対
し
て
、
継
続
的
な
取

組
み
に
加
え
て
、
積
極
的
に
新

し
い
取
組
み
を
実
施
し
、
地
域
・

村
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事
業

展
開
を
望
む
」
と
の
賛
成
討
論

が
あ
り
、
全
員
賛
成
に
て
原
案

の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
平
林
　
幸
一  

議
員

議
案
第
5
号

令
和
6
年
度
青
木
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

損
益
勘
定
留
保
資
金
や
水
道

施
設
の
耐
震
化
、
事
業
運
営
の

健
全
化
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

討
論
な
く
全
員
賛
成
に
て
原
案

の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

議
案
第
6
号

令
和
6
年
度
青
木
村
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

　

質
疑
、
討
論
な
く
全
員
賛
成

に
て
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

青木村村民運動会

　
令
和
7
年
第
3
回
青
木
村
議
会
定
例
会
で
、
令
和
6
年
度
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
総
務
建
設
産
業
委
員
会
及
び
社
会
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。



6令和 7年 11.1 ／第 99号

社
会
文
教
委
員
会

議
案
第
１
号

令
和
６
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
関
係
に
お
い
て

は
、
歳
入
で
は
、
保
育
料
増
額

の
理
由
、
滞
納
繰
越
金
の
扱
い
、

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
利
用

状
況
、
国
及
び
県
補
助
金
の
内

容
等
に
つ
い
て
、
歳
出
で
は
、

物
価
高
騰
を
受
け
て
の
給
食
の

状
況
、
工
事
請
負
の
業
者
選
定

に
つ
い
て
、
水
曜
ク
ラ
ブ
の
活

動
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
成
果
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
使
用
に
よ
る
目
の
健
康
へ
の

影
響
、
中
学
校
備
品
の
活
用
状

況
、
部
活
動
の
状
況
、
図
書
館

の
空
調
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事
の
効
果
、

図
書
館
エ
コ
ー
ル
の
利
用
状
況
、

五
島
慶
太
未
来
創
造
館
の
企
画

展
と
来
館
者
数
、
総
合
グ
ラ
ン

ド
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事
等
に
つ
い
て

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
福
祉
課
関
係
に
お
い
て

は
、
歳
入
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

使
用
料
の
内
訳
と
実
績
、
一
般

廃
棄
物
処
理
業
等
許
可
申
請
手

数
料
の
内
訳
及
び
内
容
、
民
生

費
国
庫
補
助
金
の
地
域
少
子
化

重
点
推
進
交
付
金
の
内
容
、
未

熟
児
養
育
医
療
事
務
負
担
金
の

内
容
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接

種
の
実
績
と
村
助
成
額
に
つ
い

て
、
歳
出
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
に
よ
る
証
明
書
コ

ン
ビ
ニ
交
付
事
業
の
実
績
、
新

規
事
業
の
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
と

が
ん
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
補
助
金
の

内
容
に
つ
い
て
、
環
境
衛
生
費

の
負
担
金
及
び
補
助
金
の
内
容

と
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
、
老

人
福
祉
費
に
お
け
る
委
託
料
の

う
ち
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
先

と
業
務
内
容
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

賛
成
の
立
場
か
ら
、「
教
育

委
員
会
関
係
で
は
、
児
童
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
、
そ
し
て
グ
ラ

ン
ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
が
行
わ
れ
、
よ
り
快
適
な

省
エ
ネ
対
策
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、文
化
会
館
、保
育
園
、

小
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が

行
わ
れ
、
よ
り
快
適
で
衛
生
的

な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

委
員
長
　
金
井 

と
も
子

度
内
容
と
算
定
基
準
に
つ
い
て

等
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
討

論
な
く
、
全
員
賛
成
に
て
原
案

の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

第
３
号
議
案

令
和
６
年
度
青
木
村
介
護
保
険
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
未
納
の
際
の
督

促
手
数
料
に
つ
い
て
等
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
、
討
論
な
く
、
全

員
賛
成
に
て
認
定
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

第
４
号
議
案

令
和
６
年
度
青
木
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

　

後
期
高
齢
者
保
険
料
の
収
入

未
済
額
に
つ
い
て
等
、
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
、
討
論
な
く
、
全

員
賛
成
に
て
認
定
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

請
願
第
１
号

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー

ド
」
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
採
択

の
請
願
に
つ
い
て

　

質
疑
・
討
論
な
く
全
員
賛
成

に
て
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
ま
し
た
。

き
て
い
ま
す
。
五
島
慶
太
未
来

創
造
館
で
も
様
々
な
企
画
展
が

行
わ
れ
、
多
く
の
来
館
者
が
あ

り
利
用
い
た
だ
け
た
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

住
民
福
祉
課
関
係
に
お
い
て

は
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
医
療
給

付
費
の
充
実
と
子
育
て
関
係
に

手
厚
い
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
規
事
業
で
は
、
補
聴
器
購

入
補
助
、
発
達
に
心
配
の
あ
る

親
子
の
遊
び
の
教
室
と
し
て
カ

ン
ガ
ル
ー
教
室
へ
の
支
援
事
業
、

が
ん
患
者
へ
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

ケ
ア
の
補
助
、
結
婚
新
生
活
支
援

事
業
も
始
ま
り
、
ま
た
各
種
支
援

金
の
円
滑
な
支
払
い
な
ど
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
住
み

続
け
た
い
村
の
さ
ら
な
る
実
現

に
向
け
、
一
層
の
ご
努
力
を
重

ね
る
よ
う
要
望
す
る
と
と
も
に
、

私
た
ち
も
精
一
杯
尽
力
す
る
こ

と
を
誓
う
」、
と
の
賛
成
討
論
が

あ
り
、
全
員
に
て
原
案
の
と
お

り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
塩
澤　
敏
樹 

議
員

議
案
第
２
号
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地域公共交通等について

 1 村営バスについて
　村内4路線の利用者数とその推移、利用者の年代は。

総務企画課長答弁
　　利用者総数は8218人で、前年度から811人減少。
通学、通園での定期的な利用が主。児童の利用が多い。
　運行の収支は。

総務企画課長答弁
　　収支率は7.08%と前年度よりも0.6ポイント悪化
している。交通弱者の足となる福祉的な目的もある。
　フルデマンドの予約状況や利用者は。

総務企画課長答弁
　　利用者数は、令和6年度は2063人で、前年度比187
人の増。60代以上が大半で免許返納者の利用もある。
　利用者からの要望について（土日や村外への運行等）。

総務企画課長答弁
　　高齢の利用者や観光客から非常に便利との声があ
る。土日、村外への運行には、費用対効果、法規制
などの課題が多くある。

 2 千曲バスについて
　青木線の利用者、村からの資金投入の状況と課題は。

村長答弁
　　利用者減で収入も減少。令和6年度実績で約1000
万円の村の持ち出し。10月から国の新しい支援策で
村の持ち出しは減少する予定だが、黒字になること
はないと思う。利用者ニーズに応じた運行が課題。
年間5回は利用する村民運動をこれからお願いした
い。運行の確保を死守したい。
　村民も積極的な利用が必要。村内の団体の応援に
より、年2回のノーマイカーデーの実施等工夫はで
きないか。

総務企画課長答弁
　　利用促進運動は村長が先頭に立ち、年5回の利用
を広報で呼びかけた。プレミアム率20%のチケット
QRを活用してほしい。引き続き、利用促進策等を
検討していく。
　運行開始となった上田駅線の利用状況は。減便を
カバーできているか。

総務企画課長答弁
　　便別の年間利用者数は、上田駅行き12人、青木行
き1066人（1便当たり4.4人の利用）。要望を受け、乗
車場所や出発時刻の変更等、柔軟な対応をしている。
引き続き千曲バスに、夜便の復活をお願いしていく。

 3 村の高齢者等運転免許自主返納事業について
　村の高齢者等運転免許自主返納事業の内容は。

総務企画課長答弁
　　自主返納支援を目的とし、65歳以上が対象。申請
により、一律1万円の支援金を支給。
　高齢者を守る一方で、返納により、趣味や社会参
加の機会が減少する等の問題がある。シニアカーや
電動自転車の購入の際に、補助事業の検討はいかがか。

総務企画課長答弁
　　要介護2以上は、1割で利用できる。介護認定がな
くても、月7000円程度でレンタルの利用ができる
と聞いている。現時点で補助は考えていない。
　生活支援の現状や対象は。

住民福祉課長答弁
　　高齢者における生活支援には、外出支援サービス
や車椅子対応の福祉車両の貸出しがある。外出支援
以外では、移動販売車や宅配サービスの利用促進、
配食サービス等を実施している。
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高校でのデートDV人権教室

にんしん SOSながの事務所

 1 男女共同参画の推進について
　第5次青木村男女共同参画行動計画が策定されまし
た。第1次行動計画から22年経過し、その成果と課題は。

住民福祉課長答弁
　　第1次から政策、方針決定過程の女性の参画を進め、
村の委員、各種審議会委員の参画も増えていることは
成果と思っている。また議会議員の1名から4名になり計
画目標を大きく上回った。一方で同じく目標としていまし
た区長につきましてはゼロ。
　この計画を今後村民の皆さんに周知するには。

住民福祉課長答弁
　　今後も計画の施策ごとに継続的に広報していく。
　男女共同参画啓発には公民館の人権講座として単発
での講座ではなく系統だった講座はできないか。

教育次長兼公民館長答弁
　　12月の人権講演会に男女共同参画の話題を取り入
れたい。
　区の運営の中に女性を2名登用するクオータ制をとり
入れられないか。

村長答弁
　　区の運営方法についても私も女性の登用の必要性
は認識し、区長会にもお願いをしている。女性が役職に
就くことは重要と思う、家庭の協力も必要になっていく
と思います。村民の皆さんにご理解をいただいて仕組
みを区の中で作っていく、その中でクオーター制も検討
の一つと思っている。自治会は区の自主的な活動が基
本なので体制整備を含めて、区長さん等と相談していく。

 2 女性の人権と性教育について
　今年上小管内の16歳の少女が自宅で出産し、生まれ
た赤ちゃんが死亡するといういたましい事件があった。

さて、今学校では生理や体のことで養護教諭や担任の
先生に相談はどのくらいあるか。

教育長答弁
　　学校では10件ほどの相談があると聞いている。いず
れも生理痛とか体調不良についての相談である。
　県では「にんしんSOSながの」を立ち上げ電話やメー
ルで相談を受けてる。上田敬老園で相談を担当してい
る。2024年は年間237人の女性から相談を受けた。中
でも15歳から19歳の少女の相談が多く、中学生や高校
生が妊娠の心配をしていることに学校での性教育の重
要性を指摘していた。今学校ではどのくらいの性教育が
できているか。

教育長答弁
　　県の性教育の手引きだけではなく、保健体育の教科書
「小さな生命の詩」のDVDなど、様々な教材を基に、体の
変化や性情報への対応、性被害から自分を守ること、異
性への尊重と同時に危険情報への対応を学んでいる。
　青木村では保、小、中の連携会議があると伺っている。
その中で村独自の一貫した性教育の在り方を検討でき
ないか。

教育長答弁
　　青木村では保育園、小学校、中学校、教育委員会、住民
福祉課で構成する保健委員会があるのでその中で性教
育の在り方を検討の1つとしていくことは可能。
　こどもの教育は家庭における教育が大切と思う。親子
で学ぶ性教育を教育委員会と学校が合同の研修会を開
けるか。

教育長答弁
　デートDVについては、自分と相手を大切にするという
基本的な学びとして指導する。中学生の段階で学べる
ことで高校や大学における学習につなげていきたい。

男女共同参画と女性の人権
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 １ NEXTGIGAに向け教育DXの推進について
　セキュリティポリシー策定について。

教育長答弁
　　青木村では、セキュリティポリシーの策定が行われて
いると考えている。教職員についてはセキュリティポリ
シーが決まっていて、４月当初の職員会で確認している。
　端末の、家庭への持ち帰りについて。

教育長答弁
　　小学校では、新しいタブレットになったことで、今後検
討を行ってルールづくりと環境整備を行っていく予定。
　　中学校では５年前にタブレットの導入後に、いつでも
持ち帰りが可能としている。
　生成AIを取り入れた授業実践について、どのよう
に考えるか。

教育長答弁
　　今後は有効な利用法を探って、学習に生かしてい
くことが求められると考えている。子どもたちは生
成ＡＩを当然のように活用して生きる、そういう社
会を生きていくことになるので、そのための準備は
必要だと考えている。

 ２ 地域防災計画と防災意識の高揚について
　小規模な避難所や、公民館が避難場所、避難所とな
る場合の公的支援について。

村長答弁
　　安否の確認であるとか、食料品の支給、あるいは生
活物資の支給、それから健康状況のチェックなどの理
由で、村指定の避難場所を活用してほしい。避難所の
大、小に関わらず公的な支援を精いっぱいしていく。
　村で用意すると言った初動対応ボックスの配備に
ついて。

防災危機管理監答弁

　　初動ボックスの中身については、例えば、筆記用具
とかあまり経費のかからないものも入っているので、
できるだけ区の方で負担してほしいと現状では考え
ている。
　行動手順書及びマニュアルの提供について。

防災危機管理監答弁
　　避難所運営で役に立つ行動手順書、マニュアルの
作成なども検討している。住民の皆さんにも分かり
やすい形で提供できるよう取り組んいく。
　小・中学校の体育館と村の体育館の快適性、空調等
の担保について。

教育長答弁
　　小・中学校と総合体育館へ空調を設置については、
今後、工法と予算、国の補助等を含めて、研究をして
いきたい。
　村民の防災意識を高めるために、役場に防災グッ
ズや避難所備品等を展示することについて。

防災危機管理監答弁
　　役場や公共施設には、常時展示することは難しい面
もあるが、可能な範囲で展示コーナーの設置や各種イ
ベント、例えば村の産業祭などに併せて、臨時的に展示
を行うなど工夫をしながら取組ができるよう検討したい。

 ３ 自然観察地について
　青木村の自然観察地である沓掛の蝶の里、田沢温
泉野鳥の森とほたるの里の管理について。

商工観光課長答弁
　　地域住民の皆さんに御協力をいただいて、整備して
いる。現在は、業者に村から委託し草刈り管理を行って
いる。自然を守る会の皆さんの御尽力により、鑑賞会や
観察会が行われ、餌となるカワニナの生息数、蛍の出
現時間、発生状況を調べ、その保護活動を行っている。

NEXTGIGAに向け教育DXの推進を
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新しい農業投資を進める時代に

 1 農業投資へ更なる支援を
　政府によるコメ増産の方針が決まったが、長期的
には高齢化による農家の減少から、農業生産が維持
できなくなる可能性が懸念される。人手不足に対応
するため、スマート農業などに代表される更なる機
械化が求められてくる。農家の設備投資に対する今
後の村の支援のあり方は。

村長答弁
　　スマート農業は、農業の効率化や省力化が図られ、
生産性と品質の向上といった効果が期待できる。一
方で導入コストの問題や扱う人材の問題がある。村
では水田営農機械施設導入の補助金、県の補助金、
補助事業などを活用し、新たな設備投資に対する新
しい技術の導入を進めている。
　兼業農家でも、機械が使えなくなれば農業をやめ
ることを検討されている方々がいらっしゃる。兼業
農家に対する今後の支援は。

建設農林課長答弁
　　水田営農機械施設等導入事業補助金も、個人が 3
名以上共同で農業生産活動をしている団体であれば
補助は可能。農機具レンタル事業も利用できる。苗
木、ブドウ棚、パイプハウス、獣害予防施設等の補
助制度もある。農業委員による農地の相談や栽培技
術取得のための支援も行っている。
　遊休荒廃地削減のために、遊休荒廃農地対策事業
補助金がある。対象面積を縮小するなど制度の見直
しをしてきたが、より活用しやすい制度とするため
の方策は。 

建設農林課長答弁
　　対象面積を 10 アールから 5アールに引下げた。
使いやすい小型の竹粉砕機の導入を新たに予算化し

たが、こういった施策と合わせて、遊休農地の解消
を支援していきたい。
　農業初心者の方が利用できる宮淵ふれあい農園に
関心を示す方が増えると考えられる。今後の拡大計
画は。

建設農林課長答弁
　　好評により現在全区画契約済みである。現段階で
拡大について考えていないが、村内の未利用農地を
借りたい場合は相談を受ける。

 2 青木村誌「続編」の発行を
　青木村誌の発行から 30年が経つ。国道 143新バ
イパスが開通すれば青木村が大きく変化する。村誌
「続編」の発行の良い機会を迎えつつあるが、その予
定は。

教育長答弁
　　村誌刊行には、人的な用意や大きな予算措置が必
要である。五島慶太未来創造館の建設や竹内製作所
の誘致、143号バイパス開通に関する記録等の大切
な資料は確実に残しておくようにしている。
　青木村には五島慶太以外にも、後世までその業績
を残すべき方々がいらっしゃる。村誌の「人物編」を
発刊することは。

教育長答弁
　　「人物編」については、誰を掲載するかで住民の評
価が分かれるため作成しにくい。青木村出身の偉人
の生き方に学び、青木村としての誇りが持てるよう
に発信していくことは重要であり、業績や生き方に
ついて発信をしていきたい。
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避難所に快適な環境対策を

  1 避難所の環境対策について
　避難所の暑さ寒さ対策の実情について。

教育長答弁
　　記録的な暑さが続いている状況を踏まえて、避難所
となっている体育館への空調の設置が大きな課題であ
ることから、文部科学省や総務省からの補助制度や新
たな工法を工夫して補助制度を活用した空調の設置が
できないか、勉強を始めたところである。

総務企画課長答弁
　　体育館以外の各避難所への設置状況で、全く空調設
備がないのは、入田沢の木立公民館と原池公民館、弘
法公民館、入奈良本防災コミュニティセンターの4施設。

　　避難所としてはもちろんのこと、日常的に区の行事
や会議等で公民館を使用する際にも、空調設備が必要
になってきていると思うので、各区において宝くじの社
会貢献、広報活動を受けたコミュニティー助成事業な
ども活用して、公民館の空調設備の拡充整備を図って
いきたいと考えている。

　　令和7年度には、助成事業により、夫神公民館の大広
間と村松東集会施設、入田沢の木立団地集会施設にエ
アコンを設置した。

　　村では、先頃執行した参議院議員選挙の際には、空
調設備がない公民館にはスポットクーラーを購入し、臨
時的に設置をした。こうしたものも活用しながら、避難
所の環境改善を図っていきたいと考えている。

 ２ トレッキング歩道の整備について
　青木村トレッキングマップがあるが、十観山山頂から
の眺望の改善と各コースの手入れ状況について。

商工観光移住課長答弁
　　横手キャンプ場にある十観山トレッキングコース案

内図には、山頂から北アルプスを臨む写真を添えて御
案内をしている。初心者から楽しめる登山として、十観
山山頂から北アルプス、南アルプス、北信五岳、浅間山
など、その名のとおり10を超える山々360度の広がり
を楽しめる。見下ろせば青木村の田園風景や上田の街
並み、小諸や佐久方面への広がりも楽しめる。残念なが
ら木々の生育とともに、また季節の中で見えない時期
もあるので、ここは住民の皆さんと、所有者の皆さんの
御理解をいただきながら間伐等を進めていく。

　　登山道のコースについては、草刈り等春、秋地域の
皆さんにお願いしている。また住民の皆さん、あるいは
森林組合の方にもお願いしながら適切なコース設定に
していきたい。

 ３ 丸子信州新線の狭窄箇所解消について
　丸子信州新線の狭窄箇所解消について。

村長答弁
　　主要地方道、丸子信州新線については、青木村から
上田市の丸子地区を結ぶ主要地方道であり、第一次緊
急輸送路である国道と国道254号を結ぶ重要な路線
になる。日常の通勤などで利用する生活道路に加えて、
鹿教湯病院につながる命の道となるので、本路線の改
良については、大変重要であると認識している。

　　管理者である上田建設事務所によると、沓掛地区に
おいて、令和元年度より進めてきた地滑り対策の仕上
げとして、国道143号、青木峠トンネルより発生する発
生土を活用した「抑え盛土」を計画しており、併せて盛
土で埋まることとなる現道は改良すると聞いている。

　この事業と併せて丸子信州新線の改良が一層進むよう
上田建設事務所に協力し要望していく。

11 令和 7 年 11.1 ／第 99 号第
3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問

丸子信州新線狭窄部

十観山トレッキングコース案内図１. 避難所の暑さ寒さ対策の実情に
ついて

２.トレッキング歩道の整備について
３. 丸子信州新線の狭窄箇所解消に

ついて

松澤 広海 議員



青木村の公共施設の整備と維持を

 1 村の公共施設の経年劣化への対処は
　村が維持する公共施設全体の件数と延べ面積は。

総務企画課長答弁
　　青木村公共施設等総合管理計画では、建物数計
214件、建物の延べ面積は、5万915㎡となっている。
　ラポートあおきの施設の所有者は。

住民福祉課長答弁
　　平成6年度に、国・県・青木村・上田市等で補助を行
い、社会福祉法人大樹会が建設した。土地、建物とも、
所有は社会福祉法人大樹会である。
　村の指定管理施設は。

総務企画課長答弁
　　田沢温泉共同浴場有乳湯、沓掛温泉小倉乃湯、リフ
レッシュパークあおき、くつろぎの湯、高齢者生活福
祉センター、道の駅あおき及びふるさと公園あおき
の7施設。
　リフレッシュパークの建築年、施設の安全点検等は。

総務企画課長答弁
　　リフレッシュパークは平成3年4月24日にオープ
ン。毎年度、オープン前に専門業者に点検を委託し実
施。修繕が可能な施設は補修をしている。アスレチッ
ク施設は、木製で点検の結果、安全性が確保できない
場合は使用禁止としている。更新の是非を決定する
には慎重に検討するべきと考え、ある程度の時間を
要すると認識している。
　くつろぎの湯の洗い場の増設について。

住民福祉課長答弁
　　今後も耐用年数を迎える高額のボイラーの更新等
維持管理に多額の費用がかかる見込であることから、
洗い場の増設は現在では難しい状況だ。マナーを守
り利用する、利用時間を調整していただくなど、気持

ちよく利用できるよう呼びかけ等を行う。
　村営住宅の将来、計画は。

商工観光移住課長答弁
　　合計97戸の村営住宅がある。昭和61年度から整備
された青木中央団地の多くは40年近く経つので、公
営住宅等長寿命化計画に沿って、大規模修繕ではな
く、建て替えを検討している。

　　村住の空き室は建て替えの計画があるということ、
また、建て替え工事の際に必要な移転先として確保
している。建て替えに当たっては、今入居されている
方の意向調査を進めながら、入居の方の意向に沿っ
て退去を進めていく。
　総合体育館の入口階段スロープ等の破損について。

教育長答弁
　　体育館は、築46年が経っており、修繕の必要な箇所
が出てきている。一気に全ての箇所を改修するのは
難しい。必要性や重要性を考えできるところから実
施していきたい。
　老朽化の進んだ施設の更新、改築の考え方について。

村長答弁
　　村では、定期的に青木村公共施設等総合管理計画
を専門職のいるコンサルタントへ委託し、今後の公
共施設等の適正配置を実現するための基本的な考え
方をまとめ、これらを基に公共施設の整備と維持に
努めている。建築物や橋梁などは必ず経年劣化する
もので必要に応じ対応している。

　　今後、村の人口減少も念頭に劣化が激しいものな
ど、住民の皆さんの御理解をいただきながら、統合、
移設、撤廃が必要となる施設も出るかと思う。長寿命
化に適した方法、工法を選択し、村民の皆さんの利便
に供したいと思っている。

12令和 7年 11.1 ／第 99号 第
3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問

金井 とも子 議員
１. 村の公共施設の経年劣化への対

処は 使用禁止されている
リフレッシュパークの
アスレチック



率
ご
み
発
電
施
設
で
、
ご
み
の
受
け

入
れ
、焼
却
、灰
の
搬
出
、発
電
、排
ガ

ス
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
発
電
で
施
設
の
電
気
を
賄
い
、
残

り
は
売
電
し
て
い
ま
す
。ま
た
余
熱

利
用
で
隣
接
の
屋
内
温
水
プ
ー
ル
を

運
営
し
て
い
ま
す
。排
ガ
ス
も
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
を
効
果
的
に
分
解
し
て

い
ま
す
。焼
却
灰・
飛
灰
は
焼
結・
溶

融
に
よ
る
資
源
化
を
別
の
施
設
で
し

13 令和 7 年 11.1 ／第 99 号

令
和
6
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　
■ 

賛
成
討
論 

■
　
　
　

　
　
　
　
塩
澤
　
敏
樹 

議
員

　
私
は
、
第
1
号
議
案
、
令
和
6
年

度
青
木
村
一
般
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
し

ま
す
。

　

令
和
6
年
度
一
般
会
計
歳
入
総

額
は
40
億
9
1
0
7
万
5
3
0
6
円
、

歳
出
総
額
は
38
億
6
4
5
4
万
7

4
6
8
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引

額
は
2
億
2
6
5
2
万
7
8
3
8

円
の
黒
字
。ま
た
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
額
は
2
億
1
6
2
万

7
8
3
8
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
6
年
度
は
令
和
4
年
度
ス

タ
ー
ト
し
た
第
6
次
青
木
村
長
期
振

興
計
画
の
前
期
基
本
計
画
5
か
年
の

3
年
目
の
年
と
な
り
具
体
的
な
実
施

事
業
の
計
画
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
村
税
は
前

年
度
年
比
1
億
9
9
5
2
万
円
42
・

7
％
増
の
6
億
6
7
0
2
万
円
、
企

業
誘
致
に
よ
り
、
法
人
住
民
税
や
固

定
資
産
税
が
増
と
期
待
通
り
の
成
果

を
達
成
し
て
い
ま
す
。
歳
入
構
成
比

が
42
・
1
％
と
依
存
財
源
と
し
て
高

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
は
地
方

交
付
税
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な

く
、
規
律
あ
る
財
政
計
画
を
図
り
施

策
を
執
行
し
て
い
く
事
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

　

村
債
で
は
前
年
度
年
比
3
億
5

8
7
0
万
円
増
の
4
億
1
9
0
万
円

で
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
高

機
能
化
促
進
事
業
、
農
業
用
水
路
改

修
工
事
、
村
道
青
木
の
森
1
号
線
災

害
復
旧
工
事
の
財
源
と
し
、
地
方
交

付
税
措
置
が
あ
る
有
利
な
財
源
を
活

用
し
て
い
る
事
を
評
価
し
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
等
に
関
し
て

も
問
題
な
く
、
健
全
な
財
政
運
営
で

あ
っ
た
点
を
評
価
い
た
し
ま
す

　
歳
出
に
つ
い
て
、
総
務
建
設
産
業

関
係
で
は
、
総
務
費
13
億
8
5
4

万
円
で
は
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス

事
業
費
4
億
8
1
8
万
円
、
地
方

創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
費
事
業

1
4
7
1
万
円
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
事
業
2
6
7
0
万
円
、
村
営
バ

ス
運
行
管
理
費
2
6
7
3
万
円
等
。

　
農
林
水
産
費
2
億
5
5
9
7
万
円

で
は
、
農
業
用
水
路
等
長
寿
命
化
・

防
災
減
災
事
業
（
柿
の
木
水
路
）
等
。

　
商
工
費
1
億
2
6
9
4
万
円
で
は

商
工
業
振
興
費
3
4
1
3
万
円
、
昆

虫
資
料
館
費
9
5
0
万
円
、
移
住
定

住
促
進
費
2
8
0
9
万
円
等
。

　
土
木
費
3
億
2
8
0
4
万
円
で
は
、

公
共
下
水
道
費
1
億
8
2
4
5
万
円
、

道
路
橋
梁
費
9
9
1
8
万
円
等
で
あ

り
ま
し
た
。

　
住
民
福
祉
課
関
係
で
は
、
証
明
書

コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
で
全
国
ど
こ
で

も
最
寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
店
舗
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
（
キ
オ
ス
ク
端
末
）

で
証
明
書
が
取
得
で
き
る
事
業
の
促

進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
手
当
の
拡
充
、
医
療
給
付

費
の
充
実
等
子
育
て
関
係
に
手
厚
い

支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
低

所
得
世
帯
の
皆
さ
ん
に
も
各
種
支
援

金
が
ス
ム
ー
ズ
に
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

新
規
事
業
で
は
、
補
聴
器
購
入
補
助
、

発
達
に
心
配
の
あ
る
親
子
の
遊
び
の

教
室
、
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
へ
の
支
援

事
業
、
が
ん
患
者
さ
ん
へ
の
包
括
的

ケ
ア
事
業
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の

補
助
金
も
始
ま
り
、
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
も
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
様
々
な
方
へ
の
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
児
童
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
、
そ
し
て
グ
ラ
ン

ド
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
L
E
D
化
が

行
わ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
を

削
減
す
る
、
省
エ
ネ
対
策
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
文
化
会
館
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
そ
し
て
、
保
育
園
、
小
学

上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
行
政
視
察

校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
が
行
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
生
活
を
送
る
上
で
、
よ

り
快
適
で
衛
生
的
な
環
境
を
提
供
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
五
島
慶
太
未
来
創
造
館
で
も

様
々
な
企
画
展
が
行
わ
れ
、
多
く
の

来
館
者
が
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
五
島
慶
太
未
来
創
造
館
を
は
じ

め
各
施
設
で
魅
力
あ
る
企
画
を
立
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
方
に
来
館
、
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
取
り
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

本
会
議
討
論

　
村
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
多
岐

に
わ
た
り
適
正
に
執
行
さ
れ
て
き
た

事
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
継
続
的
な

対
策
と
新
た
な
事
業
が
取
り
組
ま
れ

て
お
り
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
、
今
後
も
住
み
続
け
た
い
村

の
さ
ら
な
る
実
現
に
向
け
、
私
た
ち

も
精
い
っ
ぱ
い
尽
力
す
る
こ
と
を
お

誓
い
い
た
し
ま
し
て
、
第
1
号
議
案
、

令
和
6
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て
の
賛
成
討
論
と
い
た

し
ま
す
。

動
き

議
会
の

　

7
月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、

神
奈
川
県
海
老
名
市
に
あ
る
高
座
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
東
京
都
練
馬
区

に
あ
る
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
練

馬
病
院
そ
し
て
、
同
じ
く
練
馬
区
に

あ
る
練
馬
区
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー
に

行
政
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

【
高
座
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
】

　

高
座
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

じ
ん
芥
処
理
施
設
と
環
境
プ
ラ
ザ
が

あ
り
、
じ
ん
芥
処
理
施
設
で
は
高
効



て
、
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
4
月
1
日
よ
り
独
立
行

政
法
人
国
立
病
院
機
構
信
州
上
田

医
療
セ
ン
タ
ー
に
改
称
し
て
14
年
が

経
ち
、病
床
数
3
3
9
床
、常
勤
医
師

数
93
名
、常
勤
看
護
師
数
3
2
4
名
、

総
手
術
数
年
間
3
0
0
0
件
以
上
、

救
急
車
受
入
数
年
間
4
2
0
0
件
。

上
小
19
万
人
地
域
に
お
け
る
最
後
の

砦
と
し
て
、
安
全
で
質
の
高
い
医
療

を
提
供
し
地
域
住
民
か
ら
愛
さ
れ
る

病
院
を
目
指
し
、
上
小
医
療
圏
の
中

核
病
院
と
し
て
急
性
期
医
療
を
中
心

に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
高
度
で
専
門

的
な
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。又

上
小
医
療
圏
の
救
急
医
療
体
制
に
つ

い
て
、
現
在
の
輪
番
病
院
制
の
課
題

を
改
善
改
善
す
る
方
策
と
し
て
、
圏

域
の
医
療
資
源（
医
師
と
看
護
師
）を

集
約
し
救
急
外
来
を
担
う「
共
同
利

用
型
病
院
」に
よ
る
2・
5
次（
救
急

セ
ン
タ
ー
）の
拡
充
を
推
進
し
て
い

ま
す
。そ
の
為
に
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両

面
か
ら
の
行
政
支
援
を
強
く
要
請

さ
れ
ま
し
た
。又
病
院
内
の
視
察
で

は
上
田
産
院
の
閉
院
に
伴
う
分
娩
機

能
の
当
セ
ン
タ
ー
集
約
対
応
と
し
て

病
棟
の
改
修
、
最
先
端
医
療
機
器
の

ダ・ヴ
ィ
ン
チ
、米
製
の
内
視
鏡
手
術

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
見
学
し
て
参
り

ま
し
た
。本
機
は
医
師
が
操
作
コ
ン

ソ
ー
ル
に
座
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム

を
介
し
て
患
者
体
内
の
精
密
な
操
作

を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
、
従
来
の
腹
腔

精
神（
心
）が
大
切
。未
来
は
人
間
が

決
め
る
目
的
に
向
か
っ
て
Ａ
Ｉ
か
ら

情
報
を
得
て
課
題
を
発
見
し
決
断
し

て
責
任
を
取
る
の
が
人
間
の
す
る
こ

と
。と
い
う
先
生
の
講
義
で
し
た
。

　
今
後
、
議
会
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
て
、
人
間
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
想
像
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉

の
増
進
、
住
み
や
す
い
青
木
村
に
す

る
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。　
　
　
　
　

 （
宮
入  

典
子
）

　
去
る
7
月
23
日
上
田
地
域
広
域
連

合
議
会
管
内
視
察
が
、
信
州
上
田
医

療
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
木
村
議
会
か
ら
議
長
が
出
席
し

ま
し
た
。先
ず
、信
州
上
田
医
療
セ
ン

タ
ー
の
横
山
院
長
、
広
域
連
合
議
会

の
池
田
議
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

台
と
い
っ
た
病
院
で
、「
断
ら
な
い

救
急
医
療
」を
目
指
し
て
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。東
京
都
も
救
急
傷
病

者
の
迅
速
受
け
入
れ
態
勢
の「
東
京

ル
ー
ル
」を
平
成
21
年
よ
り
施
行
し

て
、
た
ら
い
回
し
の
救
急
患
者
を
減

ら
し
て
い
ま
す
。練
馬
病
院
で
も
ま

ず
は
救
急
車
を
受
け
入
れ
、
診
断
を

行
い
そ
の
後
Ｄ
Ｘ
の
活
用
と
消
防
署

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
他
の
病
院

を
探
し
、
搬
送
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で

き
て
い
ま
す
。

　
病
院
は
2
年
前
に
建
て
ら
れ
た
と

は
思
え
な
い
く
ら
い
き
れ
い
で
、
動

線
な
ど
も
し
っ
か
り
と
考
え
ら
れ
た

つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

（
塩
澤 

敏
樹
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
令
和
7
年
7
月
14
日
松
本
市
キ
ッ

セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た

県
下
町
村
議
会
議
員
研
修
会
に
出
席

し
ま
し
た
。

研
修
内
容
は

1「
地
方
創
生
の
カ
ギ
は
議
会
に
あ
る
」　

早
稲
田
大
学
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
創
造

研
究
所  

地
域
経
営
学
部
会
長

中
村
健
氏

　
地
域
創
生
の
カ
ギ
は
、
町
の
課
題

解
決
や
未
来
の
こ
と
は
議
会
が
決

め
る
。議
員
は
住
民
の
声
を
聴
き
、議

会
で
討
論
し
提
案
内
容
を
決
定
し
、

て
い
ま
す
。

　
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で

は
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
、
蛍
光
管
、

乾
電
池
を
粉
砕
、
選
別
し
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
へ
運
び
ま
す
。

　
環
境
プ
ラ
ザ
は
市
民
交
流
の
場
と

し
て
設
け
ら
れ
た
複
合
施
設
で
、
こ

の
日
も
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
た

お
母
さ
ん
が
何
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。ほ
か
に
も
音
楽
室
や
多
目

的
ス
タ
ジ
オ
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
地
上

50
m
に
3
6
0
度
見
渡
せ
る
展
望
室

が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。　

【
順
天
堂
大
学
医
学
部
附
属
練
馬
病

院
】

　
杉
田
副
院
長
よ
り
病
院
の
説
明
を

受
け
、
そ
の
後
病
院
内
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
病
床
数
4
9
0
床
、常
勤
医
師
数

2
4
0
名
、入
院
患
者
数
一
日
４
５

9
人
、
救
急
車
受
け
入
れ
8
7
0
0

首
長
に
提
言
す
る
。首
長
は
そ
れ
に

よ
っ
て
予
算
編
成
し
執
行
す
る
。今

ま
で
ど
お
り
の
予
算
の
使
い
方
で
な

く
、あ
り
た
い
姿
を
描
き
実
行
す
る
。

決
算
は
お
金
を
使
っ
て
何
が
で
き
た

の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が
大
切
。

　
今
後
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
し
て
現
状

分
析
か
ら
解
決
策
ま
で
短
時
間
で
す

る
こ
と
が
で
き
効
率
的
な
仕
事
が
で

き
る
。

2「
生
成
Ａ
Ｉ
の
衝
撃
! 

人
工
知
能

　
時
代
を
ど
う
生
き
る
か
」

日
本
科
学
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

会
議
会
長
　
室
山
哲
也
氏

　
今
の
時
代
は
生
成
Ａ
Ｉ
が
大
進
化

し
て
い
る
。大
規
模
な
言
語
モ
デ
ル

を
持
っ
て
、
質
問
す
る
と
即
時
に
答

え
が
帰
っ
て
く
る
。労
働
不
足
の
時

代
は
Ａ
Ｉ
が
必
要
。し
か
し
人
間
は

言
語
と
体
験
に
よ
っ
て
答
え
を
出
す

が
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世

界
。人
工
知
能
は
人
間
が
造
り
出
し

た
も
の
で
人
間
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
な

る
こ
と
は
で
き
な
い
。人
間
に
は
知

能
、感
情
、生
存
を
す
べ
て
同
時
に
で

き
る
が
人
工
知
能
は
ビ
ッ
ク
デ
ー
タ

が
な
け
れ
ば
対
応
が
で
き
な
い
。Ａ

Ｉ
の
リ
ス
ク
と
し
て
は
情
報
漏
洩
、

フ
ェ
イ
ク
情
報
の
氾
濫
、犯
罪
、サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
容
易
化
、
消
費
電
力
増

な
ど
の
問
題
が
あ
る
。日
本
で
は
、

Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
で
49
％
の
雇
用
が

減
っ
て
し
ま
う
。し
か
し
人
間
の
や

る
こ
と
は
簡
単
に
正
解
が
出
な
い
想

像
し
作
り
上
げ
る
創
造
力
、
人
間
の
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「断らない救急医療」順天堂大学医学部練馬病院

議員研修

令
和
7
年
度
町
村
議
会

議
員
研
修
会

上
田
地
域
広
域
連
合

議
会
管
内
視
察



る
だ
け
で
な
く
、
新
し
く
避
難
所
に

整
備
し
た
Wi
―
Fi
環
境
下
で
の
通
信

テ
ス
ト
や
あ
お
き
電
話
の
簡
易
放
送

シ
ス
テ
ム
を
使
い
、
情
報
発
信
の
訓

練
も
行
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
多
く
の
方
の
協
力
で
、
訓

練
項
目
の
す
べ
て
が
、
き
ち
ん
と
で

き
た
事
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
終
了
式
で
は
、
信
州
大
学
の
神
田

孝
文
特
任
助
教
授
、
川
西
消
防
署
の

櫻
井
正
浩
署
長
か
ら
講
評
を
頂
き

ま
し
た
。「
今
回
の
訓
練
を
機
会
に
、

災
害
時
に
命
を
守
る
行
動
に
つ
い
て

家
族
で
話
題
に
し
て
、
連
絡
の
取
り

あ
う
方
法
や
備
蓄
品
等
の
話
を
し
て

頂
き
た
い
。ま
た
日
頃
か
ら
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
あ

る
」と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
役
場
に
保
管
し
て
あ
る
防

災
備
品
を
見
学
し
無
事
防
災
訓
練
が

終
了
し
ま
し
た
。

消
防
団
、青
木
村
役
場
、青
木
村
議
員

の
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
月
か
ら
導
入
し
て
き
た
シ
ス
テ

ム「
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
き
ち

ん
と
運
用
出
来
て
い
る
か
、
11
項
目

38
個
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
り
、

防
災
訓
練
で
動
作
確
認
を
し
ま
し

た
。

　
役
場
か
ら
、
あ
お
き
安
心
ス
ピ
ー

カ
ー
送
受
信
訓
練・
消
防
本
部
へ
あ

お
き
電
話
架
電
訓
練
を
し
ま
し
た
。

他
に
、
緊
急
時
に
村
か
ら
の
情
報
を

テ
レ
ビ
の
生
中
継
で
村
民
の
皆
さ
ま

へ
伝
え
る
緊
急
放
送
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　
沓
掛
区・夫
神
区
の
公
民
館
で
は
、

村
内
の
区
長
た
ち
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
、
村
か
ら
の
情
報
が
様
々
な
手

段
で
受
信
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
一
方
的
に
情
報
を
受
信
す

鏡
手
術
よ
り
も
さ
ら
に
手
ブ
レ
の
な

い
安
定
し
た
操
作
と
、
3
次
元
の
高

精
細
な
映
像
に
よ
る
広
い
視
野
で
の

手
術
を
可
能
に
し
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、
患
者
さ
ん
の
身
体
へ
の
負
担
を

軽
減
し
、
出
血
量
の
減
少
や
早
期
回

復
、機
能
温
存
な
ど
に
貢
献
し
ま
す
。

　
こ
の
視
察
で
信
州
上
田
医
療
セ
ン

タ
ー
の
上
小
圏
域
の
人
々
の
為
の
取

組
、努
力
に
期
待
し
、上
小
の
行
政
の

な
お
一
層
の
支
援
が
重
要
と
認
識
し

ま
し
た
。　
　
　
　

 （
平
林  

幸
一
）

　
去
る
8
月
20
日
森
林・林
業・林
産

業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟・
長
野
県

連
絡
会
議
第
30
回（
令
和
7
年
度
）総

会・
研
修
会
が
岡
谷
市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。青
木
村
議
会
か

ら
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。先
ず
、長

野
県
連
絡
会
議
会
長
服
部
宏
昭
様
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
議
題
令
和
6

年
度
活
動
報
告
、
令
和
6
年
度
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
が
さ
れ
、
令
和

7
年
度
活
動
計
画
、
令
和
7
年
度
予

算
が
提
案
さ
れ
審
議
後
承
認
さ
れ
ま

し
た
。議
事
の
終
了
後
、令
和
7
年
度

全
国
連
絡
会
議
定
時
総
会
報
告
が
あ

り
、そ
の
後
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
信
哉
ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
素
材

流
通
協
同
組
合
理
事
長
よ
り「
木
材

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
」風
間
辰
一
県
議
会

議
員
か
ら
は「
信
州
の
豊
か
な
森
林

と
環
境
を
守
る
県
産
材
利
用
促
進
条

例
に
つ
い
て
」そ
れ
ぞ
れ
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

県
産
材
の
利
用
促
進
の
た
め
に
、

行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し

た
。

　
今
後
の
持
続
可
能
な
森
林
経
営
の

実
現
に
向
け
、
森
林
資
源
の
循
環
利

用
の
推
進
取
組
み
に
繋
げ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。　
（
平
林  

幸
一
）

　
令
和
7
年
度
青
木
村
総
合
防
災
訓

練
が
、
さ
る
8
月
31
日（
日
）に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
訓
練
で
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
防
災
体
制
」の
構
築
を
目
的
と

し
、
村
民
へ
の
情
報
伝
達
を
重
点
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
青
木
村
防
災
訓
練
は
、
上

田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
を
始
め
、
協

力
会
社
5
社
か
ら
19
名
、区
長
12
名
、

青
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
委
員
32

名
、
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
応
援
委

員
3
名
、青
木
村
消
防
委
員
、青
木
村

　
異
常
気
象
で
い
つ
災
害
が
発
生
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。日
頃
か
ら
の

備
え
が
大
切
で
す
。

　
来
年
に
は
、
青
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
全
て
の
シ
ス
テ
ム
が
揃
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
様
々
な
ツ
ー
ル
を
使

い
、
情
報
を
村
民
の
方
に
伝
え
る
事

が
必
要
で
す
。今
回
の
防
災
訓
練
を

活
か
し
、
誰
一
人
残
さ
な
い
防
災
体

制
の
構
築
し
な
が
ら
、
災
害
に
備
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
北
澤 

久
美
子
）

　
全
国
的
に
政
治
家
の
不
祥
事
報
道

が
相
次
ぎ
、
議
員
の
政
治
的
な
倫
理

観
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る
事
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。青
木
村
議
会
で
は

議
員
自
ら
を
律
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
機
会
を
見
て
学
習

会
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。ま
た
議
会

政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
向
け
た
調

査
研
究
を
行
っ
た
り
、
専
門
家
を
お

招
き
し
て
の
講
演
会
を
行
っ
た
り
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
回
の
全
員
協
議
会
で
は
、
資
料

を
基
に
様
々
な
事
例
を
出
し
合
っ

て
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
学
習
会
や
研
修
会
へ

の
参
加
、
講
演
会
を
計
画
し
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　
（
塩
澤 

敏
樹
）

15 令和 7 年 11.1 ／第 99 号

訓練の説明を受ける議員

緊急放送訓練の様子

森
林・林
業・林
産
業
活

性
化
促
進
議
員
連
盟・

長
野
県
連
絡
会
議

第
30
回（
令
和
7
年
度
）

総
会・研
修
会

青
木
村
総
合
防
災
訓
練

議
会
学
習
会

　
　
　（
政
治
倫
理
）



16令和 7年 11.1 ／第 99号

坂城町議会議員村内視察（議長、総務建設産業委員長）
決算審査（監査委員）
森林・林業・林産業活性化促進議員連盟総会・研修会（議長）
県町村監査委員協議会定期総会・研修会（監査委員）
子ども自転車クラブ報告会（議長）
議会運営委員会（議会運営委員）
青木・麻績インター・新町間県道整備促進期成同盟会（正副議長、総務建設正副委員長）
青木村及び上田市共有財産組合議会会計決算監査（共有財産組合議会監査委員）
決算審査講評・例月監査（監査委員）
全員協議会、第１回議員政治倫理学習会
青木村総合防災訓練

1日／
18～27日／

20日／
22日／
23日／
27日／
27日／
27日／
28日／
29日／
31日／

　今年度3回目の議会が終
了しました。９月議会は決
算議会で役場から提出され
た決算書を細かく読み込み
疑問点などを担当課に質問
し、要望事項があれば要望
し、常任委員会での審議、
一般質問など熱の入った議
会でした。
　青木村の財政も税収の増
加があり、黒字決算となり
ました。行政の皆さんの努
力がうかがえました。
　これからも議会と行政が
車の両輪となって、村民の
皆さんの福祉の向上と住み
やすい青木村に向かって村
民の皆さんのご意見を伺い
ながら進んでまいりたいと
思います。今後村民懇談会
などで皆さんのご意見ご要
望をお寄せください。(n,m)

住民の

声 　青年会議所(JC)とは「明るい豊かな社会」
の実現を目指し、20歳から40歳までの指
導者たらんとする青年で構成された団体で

す。
　「修練」「奉仕」「友情」を三信条とし、自由な意思
で地域社会開発、人間開発、国際交流などを通じて、

「社会と人間の開発」を事業として展開しております。
とGoogleはおっしゃっております(笑)。ご興味があ
る方は検索してみてください。
　改めまして一般社団法人上田青年会議所第67代理
事長の職をおあずかりしております井古田圭です。
一般社団法人上田青年会議所は現在55名のメンバー
で上田市、東御市、坂城町、長和町、青木村の5市
町村を対象エリアとし、「自分たちが住んでいる地域
の課題を解決したいな～」と思っている若手の地域
経済人で、若い力の勢いと思いと志が強い連中の集
まりでございます。束ねるのが大変です(笑)。青木

村にもJCの大先輩が
大勢おられますが、
様々な皆様のおかげ
をもちまして、本年
は青木村初の理事長
を経験させていただ
いております。
　本年、私が上田青年会議所で掲げた一番の政策は、
子供たちがどの様にしたら生まれ育った地元に残る
か、戻ってくるかを考えました。理想を掲げさせて
いただきましたが、現実の原因は残酷でどう解決す
るべきか答えが見えません。ですので村民の皆様に
も是非考えていただきたい! 子は宝です! 思いやりを
持ち、好きなものを得意分野にし、自分のため、人
のために生きていく人間、「あおきっ子」を増やしま
しょう!それがこの青木村の未来、未来の子供たちの
ためになります! この度はありがとうございました!

一般社団法人上田青年会議所　
理事長  井古田　圭

2025 年度 地元愛を掲げて

8 月編集後記

AO
KIM
UR
A 青木村議会日誌

決算審査報告（監査委員）
議会開会
議会一般質問
社会文教委員会（社会文教委員）
総務建設産業委員会（総務建設産業委員）
議会審議採決
全員協議会
議会報編集委員会（議会報編集委員）
上田地域広域連合議会代表者会（議長）
中学校こまゆみ祭（正副議長、社会文教委員）
例月監査（監査委員）

1日／
3日／
9日／

11日／
18日／
19日／
19日／
19日／
24日／

26・27日／
29日／

9 月

情報電話サービス終了式並びにあおきナビサービス開始記念セレモニー（議長）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
青木村及び上田市共有財産組合議会（共有財産組合議会議員）
保育園おやこ運動会（正副議長、社会文教委員）
子檀嶺神社秋季例大祭（議長）
丸子信州新線県要望（議長）
小学校音楽会（正副議長、社会文教委員）
豊受皇大神宮式年遷宮（議長）
上田地域広域連合議会（正副議長）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
全国監査委員研修（監査委員）
上田地域広域連合議会（正副議長）
例月監査（監査委員）
全員協議会
青木村及び上田市共有財産組合議会視察研修（共有財産組合議会議員）
県町村議会議長会第41回定期総会（議長）

1日／
3日／
3日／
4日／
5日／
7日／

10日／
13日／
14日／
15日／
16日／
21日／
27日／
28日／

29・30日／
30日／

10月

福島県西会津町議会行政視察受入れ
市町村議会議員特別セミナー
議会運営委員会

11日／
４・５日／

28日／

今後の予定

11月
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議会に関するお問い合わせは

▲

議会事務局 TEL.0268-49-0111までお寄せください。


